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聖霊降臨節第 20 主日礼拝 説教 「持てる者と持たざる者」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 10 月 20 日  

士師記 7 章 1～8 節 ルカによる福音書 19 章 11～27 節 

徴税人ザアカイと出会った主イエスが、
そのザアカイとの別れ際に仰ったことが、
「今日、救いがこの家を訪れた。この人
もアブラハムの子なのだから。人の子は、
失われたものを探して救うために来たの
である」という、罪人ザアカイへの罪の
赦しの宣言でありました。そして、それ
に引き続き、語られているのが、このム
ナの譬え話と言われているものでありま
すが、この譬え話が、ザアカイと主イエ
スの会話に聞き耳を立てる人々に対し語
られたように、それゆえ、ザアカイの物
語との関わりの中で語られているのは間
違いありません。つまり、救いの訪れと
その実現について語っているのが、この
譬え話であるということです。しかし、
今ご一緒にこの譬え話に聞いて、皆さん
は、どんな感想をお持ちになったでしょ
うか。 

この譬え話は、内容的には非常に分か
りやすいものだと思います。しかし、な
るほどとの納得をもって聞こうとすると
き、どうしても首をかしげたくなるのが、
この譬え話なのではないでしょうか。た
だ、御言葉もそれについては分かってお
りました。だから、この譬え話を語る理
由として、「エルサレムに近づいておら
れ、それに、人々が神の国はすぐにも現
れるものと思っていたからである」と説
明するのです。それは、ザアカイと主イ
エスとのやり取りを目の当たりにした
人々の、その思い描いた神様の救いの現
実が、主イエスの知る神の国の現実から
は余りにもほど遠く、現実味の薄いもの
と主イエスが感じたからです。それゆえ、
人々を救いに与らせるためにも、その現
実味のない期待感を鎮める必要があると
考えた主イエスは、この譬え話を通して、
救いの現実のありのままの姿を伝えよう
としたのです。ですから、この譬え話は、
救いに至る上でのそのままの道筋が示さ
れているとも言えるのでしょう。 

そして、そのために求められるものが、
終末における神の過酷な審判を避ける上

での忠実さなのですが、この忠誠心を図
る上で最も重視されるべきものはその成
果です。ただし、そのハードルは、それ
ほど高いものではありません。託された
この 1 ムナは、私たちの貨幣価値に置き
換えれば、おおよそ 100 万円くらいだろ
うとのことです。ですから、大金は大金
ですが、けれども、それほど大きな額で
はありません。しかも、銀行に預けてで
も、兎も角増やしさえすればいいという
わけですから、そもそもの所でハードル
は低いし、また、銀行に預けるだけでい
いわけですから、徴税人であろうが、罪
人であろうが、しかるべきところに預け
さえすれば、誰もが、その赦しの恩恵に
与れるということです。それゆえ、そこ
からはみ出す者は誰一人としていないと
言ってもいいのでしょう。ですから、こ
の主イエスの物語に聞いているルカの教
会の人々にとって、このたとえ話は、願
ったり叶ったりのものでもあったと言え
るのでしょう。十字架と復活の出来事の
後 50 年ほどを経て、こうして主イエス
の物語に聞いているルカの教会の人々に
とって、終末の遅れは最早避けることの
できない現実であったからです。ですか
ら、いつ訪れるともしれぬ終末までの歩
みを期待感をもって続けるためにも、こ
のハードルの低さは、大きな希望を与え
たに違いありません。 

そして、それは、彼らだけの希望で終
わるものではありません。主イエスの十
字架と復活の出来事のその二千年後に生
きる私たちも同じように考えることがで
きるからです。それゆえ、すでに訪れた
救いと、約束された神の国の訪れとの間
を生きる私たちにとって、この譬え話は、
ザアカイの物語同様、大きな希望を与え
るものでもあるのでしょう。従って、こ
こで語られていることは、信仰ゆえのそ
の覚悟と言えるほどのご大層なものでは
ないのかも知れません。ここにあるその
ままに生きさえすればいいわけで、つま
りは、この譬え話のありのままの現実を
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生きているのが私たちであるということ
です。そして、そこで忘れてはならない
ことは、私たちは、そのために一定の成
果を上げなければならず、そして、この
目的を果たすためには、一定の忠誠心が
求められているということです。 

そこで、皆さんにお尋ねしたいのです
が、そのような暮らしぶりについて人か
ら尋ねられたとして、どのように説明す
るのでしょうか。これまでのご自身の暮
らしを振り返りさえすれば、そこから自
ずと導き出されるのでしょうし、また、
主イエスの救いを信じる自らについては、
すでにしっかりとした意味づけがなされ
てもいるのでしょうから、それを言葉に
することは、それほど難しくはないので
しょう。ですから、求道中の方、信仰へ
と導かれ、まだ間もない方にとっては、
もしかしたら、いや、間違いなく、牧師
が言葉を尽くして何かを語るよりも、そ
うした方々の証しを聞く方が、よほど意
義深く、その信仰の養いになることでし
ょう。そこで、突然ではありますが、今
から私が、役員、もしくは、役員を経験
された方を指名いたしますので、その方
に証ししていただきたいと思うのですが、
いかがでしょうか。特に、日本キリスト
教団の行事暦では、今日からの一週間は、
信徒伝道週間となっています。ですから、
そういう意味で、私のこの思いつきは、
ただの思いつきではなく、私たちの時間
感覚のなせる業だとも言えるのでしょう。
しかし、しかし、です。役員、役員経験
者の皆さまを慌てさせて申し訳なかった
のですが、私が今そう思ったことが、仮
にそれがあながち根拠のないものではな
いとしても、そうすることは、やはり絶
対に許されることではありません。では、
それは、どうしてなのでしょうか。 

もし、私が、この想定外とも思えるこ
とをごり押しし、「後はお任せしました
よ」と言って、自分の席にさっさと座っ
たとして、皆さんは、そんな私をどう思
うのでしょうか。ましてや、何の準備も
なく突然指名された方はどう思うことで
しょう。恐らくは、いや、先ず間違いな
く、「こいつ何言っているの、寝言は寝
てから言え」とそんな風に思うに違いあ
りません。つまり、不信感を通り越して、

敵意、憎悪を抱くに違いないということ
です。ですから、そのようなことを私も
あえてやろうとも思いませんし、もちろ
ん、やるはずもないのですが、では、今、
私が突然そのようなことを申し上げ、皆
さんは、想定外のことと思ったのでしょ
うか。それとも、想定内のことと思った
のでしょうか。つまり、私がそんなこと
を言うことはない、いつものように冗談
を言っているのだと、そう思ったのか、
それとも、こいつならやりかねない、や
っぱりな、そう思ったのか、そのいずれ
であったのでしょうか。ただ、予め申し
ておきますが、それについてのコメント
は不要です。それは、どちらでもいいこ
とだからです。それよりも、こうして皆
さまとご一緒に御言葉に聞きつつ、私が
口にしたこの無茶振りがどうして絶対に
許されないのかをお考えいただきたいの
です。 

その理由の一つは、先々週の譬え話も
そうですが、そこで語られているたとえ
話の意味については理解できても、語ら
れているその内容を我が事として引き受
け、皆さんに分かりやすく説明するのが
難しかったからです。ですから、私がく
どくどと、あれこれ説明すればするほど、
皆さんの抵抗感は、さらに大きくなって
いくように思ったのです。ですから、皆
さんと同じ立場の人々から、実際の自分
自身の経験として、何かを語っていただ
いた方が、よほど分かりやすいし、信仰
の浅い方たちも、なるほどとそう思える
ようになるのだと思います。それゆえ、
それは、なるほどそうかと、そう思って
終わることはありません。自分もそうし
よう、やってみようと、必ずや多くの人
にそう思わせるに違いありません。です
から、それがまた、多くの人を終末へと
導き、主イエスの救いに与らせることに
もなるのでしょうから、説教の準備をし
ていて、内心では、本当にやろう、やり
たいとそう思ったほどでした。けれども、
それをしなかったのは、そもそもそれが
絶対に許されるないと、今日の御言葉が
私に教えてくれているからです。 

ですから、お陰様で最後の一線を越え
ることはなかったわけですが、そのこと
をたたき台として、皆さんにこうしてお
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話しをさせていただいているのは、私が、
この一線を越えなかったというそのわけ
を皆さんと一緒に分かち合いたいと思っ
たからです。そして、そのためにもう一
度思い起こして頂きたいのが、先ほど少
し触れた想定内、想定外ということです。
先ほど申し上げたことは、私の個人的な
ことではありましたが、そもそも、皆さ
んがこの想定内、想定外と思う根拠、理
由は、どこにあったのでしょうか。その
ような意味づけを与えたのは、皆さんご
自身であったわけですが、そこには、私
との普段の関わりが大きく影響していた
のは間違いありません。想定内、想定外、
というのは、そのような一つの枠組みの
中で導き出された一つの答えでもあるか
らです。そして、それは、そうした日常
的な関わりに限ったことではなく、私た
ちの神様への思いも、またイエス様への
思いも同じです。それゆえ、それは、正
しいとも言えるし、また、間違っている
とも言えるのでしょう。ですから、先ほ
ど、コメントは不要ですと申し上げたよ
うに、皆さんが一瞬考えた想定外、想定
内との判断は、それがすべてではなく、
そこには、必ず、考えなくていい、考え
たくもない、そういった見たくないし、
聞きたくもないと、そう思うものが必ず
含まれているはずなのです。それゆえ、
そのような思い込み、決めつけが崩され
ることがなければ、そこに主イエスの十
字架と復活の出来事といった、それまで
誰も経験したことのない新たな何かを受
け入れる余裕が生まれることもありませ
ん。従って、今日の御言葉のそれぞれの
狙いは、そうした私たちの頑なさを崩す
ところに置かれているのであり、ですか
ら、今日のこの箇所がどれほど難しいか
らといって、思いつきのように私が意味
づけを与え、じゃあ、皆さんお願いしま
すとは、こうしてこの日の御言葉に共々
に聞いている以上、それは絶対に許され
ることではないのです。 

そこで、勝手な意味づけは許されない
というところから、改めて御言葉に聞い
ていきたいのですが、先ほども申しまし
たように、主イエスがこのたとえを通し
語られていることは、理解することも、
実行することも、そのそれぞれにおいて、
難しいことはありません。ところが、そ

れを私たちは難しいと感じてしまう、そ
れは、自らについて、私たちが忠実であ
り得ないと思い込んでいるからなのでは
ないでしょうか。まただから、そこで、
御言葉は、主イエスへの忠実さを現す例
として、三つのパターンを語るのですが、
それは、私たちの多くが、いや、ほとん
どと言っていいのかも知れませんが、そ
んな私たちが最も共感をもって見つめる
のは、良い僕ではなく、悪い僕と断言さ
れた人でもあるからです。それは、忠実
であり得ないと思い込む私たちの多くが、
この悪い僕が「あなたは預けないものも
取り立て、蒔かないものも刈り取られる
厳しい方なので、恐ろしかったのです」
と語るように、神様のことを恐ろしい方
だと思い込んでいるからです。けれども、
その一方で、イエス様のことについては、
それとは反対のことを考えているのです。
つまり、恐ろしい方であって欲しくない
し、あるはずがないということですが、
けれども、この分かりやすい譬え話は、
そんな私たちの期待を裏切っている、だ
から、分かりにくいと、そのように決め
つけてもしまうのでしょう。そのため、
それは、想定内であろうが、想定外であ
ろうがどちらでもいいのですが、私たち
の逃げ道を塞ぐイエス様のことを、だか
ら、余計に分からなくなってしまうわけ
です。けれども、まただからこそ、そん
な私たちにそうではないことを気づかせ
ようとして、ここでこのようなことをイ
エス様は語ったのです。 

それにしても、どうしてイエス様はそ
のような面倒なことをなさるのでしょう
か。それは、いつ訪れるとも知れない終
末を期待し、その日を待ち続けることが、
いつその心が折れてもおかしくはないこ
とだからです。それゆえ、熱狂し、思い
込むだけの期待感は、何かを切っ掛けと
して、一気に絶望へと衣替えをし、私た
ちの忠誠心を一気に失わせることにもな
るのです。ただ、それは、もしかしたら
私たちにとっては、想定内であり、想定
外でもあるのでしょう。けれども、想定
内であっても、想定外であっても、その
私たちがイエス様への忠誠心を失ってい
いはずはありません。しかし、それにも
関わらず、私たちの忠誠心は、簡単に吹
き飛んでしまう、それは、イエス様と神
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様について、自分自身で意味づけを与え
ようとするからです。つまり、自分自身
が分かりやすい、受け入れやすい神様で
あり、イエス様であって欲しいし、それ
以外はすべて間違っている、本物ではな
い、そう思い、考えるということです。
ですから、そのように意味づけを与える
のが自分自身である以上、その枠の外に
出ることはとても恐ろしく、おいそれと
できることではありません。しかも、イ
エス様が仰ることの意味は、私たちが意
味づけし分かることではありません。ま
ただから、イエス様は、そのように振る
舞う人のことを敵と断じるのですが、け
れども、そのようにしか動くことのでき
ない私たちのことを、イエス様は、本当
に敵と見なしているのでしょうか。 

私たちの多くは、自分の期待通りに動
かない神を厳しく恐ろしい方だと、大な
り小なりそう決めつけているところがあ
ります。また、その一方で、イエス様の
ことを私たちの気持ちをすべて理解し受
け止めて下さる優しい方であり、そうい
う方でなければいけないと、そのように
思い込んでいるところがあります。そし
て、それは、ここでのイエス様が無理な
要求をしないように、そう信じることは
間違いではありません。けれども、これ
は、長くイエス様と共に歩めば分かるこ
とですが、私たちが意味づけを与えるそ
のままのイメージで、イエス様がいつも
一緒にいてくださるわけではありません。
むしろ、逆のイメージを与えることもあ
りますし、また、このたとえの中で語ら
れているように、イエス様が柔和な王様
か、それとも暴君か、それすらも分から
なくなることもあるのです。ですから、
そのような中で、忠誠を尽くすことは、
とても大事なことでもあるのですが、た
だ、それは、できる者もいれば、できな
い者もいるわけです。ちなみに、私は、
最後まで忠誠心を失わないなどと、皆さ
んご存じのように絶対に口にすることは
できません。けれども、そのようなとき，
どうすればいいのかを知っています。そ
して、それを教えてくれているのがこの
譬え話だと思うのです。 

それは、分かろう分かろうと前のめり
になるのではなく、そういうときにこそ、

私たちは、立ち止まらなければならない
ということです。無理に、又勝手に、自
分の思い込みや決めつけによって意味づ
けを与えるのではなく、御心が示される
のを信じて待ち望むということです。で
すから、私たちに求められている忠誠心
とは、私たちの疑いの中でこそ、その存
在感を発揮するものであり、まただから、
そこで、必ず私たちは気づかされるので
す。自分を苦しめるこの世界は、神様の
造られた世界であり、その自分も神様に
造られ、祝福されているということを。
そして、それが、イエス様がザアカイに
対し最後に仰った「今日、救いがこの家
を訪れた。この人もアブラハムの子なの
だから。人の子は、失われたものを探し
て救うために来たのである」と語られて
いるこの御言葉をもってして語られてい
ることでもあるのです。 

私たちは、神様が造られた同じ一つの
家でその生涯を暮らすものです。ただ、
その中で自分が何者であるかが分からな
くなり、それと共に、神様についても、
イエス様についても分からなくなること
があるのです。しかし、そのようなとき、
イエス様がザアカイに向かって「この人
もアブラハムの子なのだから。人の子は、
失われたものを探して救うために来たの
である」と仰ったように、私たちから目
を離すことないイエス様の声を聞くから
こそ、そこで、自分自身を取り戻すこと
ができるのです。そして、それが許され
るのは、イエス様が、私たちのいいとこ
ろも悪いところも、そのすべてをご存じ
の上で、共にいてくださるお方だからで
す。ただ、そうであっても、それすらも
分からなくなることがあり、今日の御言
葉はそのことを私たちに伝えてくれても
いるのですが、ですから、この譬え話は、
私たちを立ち止まらせ、イエス様の方に
顔を向けるための「危ない！」とのイエ
ス様の叫び声でもあるのでしょう。そし
て、まただから、そこで私たちは気づき、
イエス様の御後に従おうとするのです。
天に宝を積むそんな一週間を過ごす私た
ちでありたいと思います。祈りましょう。 

祈り 


